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PPWRやINCなどの国際方針に基づいた
材料設計の提案
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天然高分子を
モノマテリアルで

利用

化石資源の代替

リユース可能

リサイクル可能
コンポスト化可能

新設計の導入

人や動植物に
安全な物質や
製造法の選択

安全性の保障
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